
み や ぎ の 酪 農 農 業 協 同 組 合 広 報 誌

№92
平成28年5月25日

哺育育成センター

畜舎環境美化コンクール表彰式・講演会開催 ･････ １
東北酪青婦東北酪農発表大会 ･･･････････････････････ ２
宮城県酪農協会婦人研修会開催 ････････････････････ ２

「ヨーグルト工房アトレイユ」落成式行われる ･･･ ３
宮城県酪農動向調査について ･･･････････････････････ ３
受精卵子牛市場情報 ･･････････････････････････････････ ４
北海道 乳牛産地情報・全酪連････････････････････････ ４
平成27年度 生乳需給状況について ････････････････ ５

輸入粗飼料情勢 ････････････････････････････････････････ ７
牛乳料理レシピ ････････････････････････････････････････ ８
第67回通常総会・地区別説明会の開催について ･･･ ９
理事会通信･･････････････････････････････････････････････ ９
業務報告 ････････････････････････････････････････････････ 10
人事のお知らせ ････････････････････････････････････････ 11
編集後記 ････････････････････････････････････････････････ 11

CONTENTS



1

指 導 課畜舎環境美化コンクール表彰式・講演会開催

　３月16日（水）本所大会議室において、平成27年度畜舎環境美化コンクールの表彰式が行われ、入賞者
に賞状と副賞が授与されました。最優秀賞の伊藤りつ子さんは併せて宮城県知事賞を受賞され、宮城県
農林水産部畜産課草地飼料班技術補佐 熊谷弘明氏より賞状が授与されました。
　講演会では、雪印種苗株式会社宮崎研究農場長 立花正氏より「草花のいろいろな利用方法」と題して講演
をいただきました。講演は「エディブルフラワー＝食べられる花」について花の種類や利用方法など、「見る、
育てる、食べる」花の楽しみ方について、大変興味深い内容でした。
　組合では、昨年度に引き続き平成28年度環境維持対策事業の一環と
して、環境保全意識の向上と消費者へのイメージアップを図るため、
婦人部の皆様にご協力をいただき、５月下旬に組合員全戸へ花苗配布を
行いますのでご協力のほどよろしくお願いいたします。

エディブルフラワー種類
　エディブルフラワーは、特殊な品種の花というわけではなく、
皆さまご存じのパンジーや、ビオラ、カーネーションなど一般に
流通している花です。
　エディブルフラワーは種類が豊富で様々なカラーがある事が
最大の魅力です。

〈春～夏に栽培される代表的な草花〉
デージー、ベゴニア、ペチュニア、バーベナ、インパチェンス、
ニチニチソウ、ヒャクニチソウ、マリーゴールド、メランポジウム、
ミニヒマワリ、ペンタス、ラベンダー、イソトマ、イターチューム、
トレニア、バジル、ゴーヤ、アサガオ、ニラ、サルビア、ヒョウ
タン　など

〈冬～夏に栽培される代表的な草花〉
パンジー、ビオラ、アリッサム、ノースポール、キンギョソウ、
ナデシコ、力レンジュラ、プリムラ、ポリアンサス、ジュリアン、
サイネリア　など

注 意！
　ただし…、決して、花屋やホームセンターなどのお花は口に
しないで下さい。花の中には有害な花（オダマキ・キキョウ・アネ
モネなど）もあるのでみだりに花を食べる事はやめましょう！

食べる楽しみ ； エディブルフラワー
エディブルフラワーとは？

【エディブルフラワーとは
「edible」＝食べられる　「lower」＝お花、のことです】
☑  観賞用とは違い野菜と同じように、安心して食べる

ためにつくられたお花です。（当然、無農薬！栽培）
☑   エディブルフラワーには品種もたくさんあり様々な

カラーが楽しめて、バランス良く多くの栄養素が
含まれている事がわかってきました。

☑   ハーブもその一種です。

野菜や果物と同じ様な感覚で日常の食生活に、
エディブルフラワーを食べてみて知って楽しんで
いただきたいと思います。

エディブルフラワー種類（例）エディブルフラワーの調理例

ちらし寿司

生サラダ

かき揚げ

アロエ ナスタチュウム ペチュニア ビオラ・パンジー

プリムラ・ジュリアン ベゴニア マリーゴールド 桜

金魚草 ノースポール スイートアリッサム
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指 導 課東北酪青婦東北酪農発表大会

宮城県酪農協会婦人研修会開催

　３月23日（水）、24日（木）の２日間、松島町「ホテル大観荘」におきまして、東北酪農青年婦人会議
主催による第45回酪農経営発表大会が開催されました。
　今大会は「経営発表の部」２名、「意見体験の部」４名の計６名が揃いました。
　当日は東北各地から約100名の参加があり、本組合青年部・婦人部からは約30名が参加し、大変有意義
な交流の場であったと思われます。
　本組合からは経営発表の部に大崎支部の八巻誠さんが『仲間・家族・そして牛と共に歩む酪農』と題して
自分の経営方針や目標の発表を行い、審査の結果、みごと最優秀
賞を受賞されました。
　意見体験の部は『地域に愛される酪農家を目指して』と題して
発表した宮酪青年婦人会議の菅原真由美さんが最優秀賞を
受賞されました。
　東北代表となりました八巻さん、菅原さんは来る７月14日

（木）、15日（金）に愛知県名古屋市で開催される全国酪農青年
女性会議主催『第45回全国酪農発表大会』に東北代表として
出場されます。

　３月10日（木）松島町「ホテル松島大観荘」において、
日頃研修機会の少ない酪農婦人および酪農乳業関係の
女性社員と職員を対象とした「平成27年度酪農婦人研修
会」が開催されました。
　みやぎの酪農協、全農宮城県本部、宮城県酪農協、酪農
乳業関係から総勢76名が出席しました。
　伊藤会長（みやぎの酪農協組合長）の挨拶、（一社）全国酪農協会今関特任参与より来賓祝辞をいただ
いたあと、東北大学大学院教授 農学博士 伊藤房雄氏から『宮城県の酪農家への期待』と題して講演が

行われました。講演は、TPP大筋合意からみえるこれからの日本
の酪農、外部環境の変化と日本の酪農の展開方向、田野畑産地
酪農牛乳とミネロ牧場などの話から消費者を意識した生産、遊休
農地を活用した世界に１つだけの牧場づくりなど、大変興味ある
内容でした。
　講演終了後の懇親会は、和気あいあいとした雰囲気で親睦を
深めていました。

宮城県酪農協会
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宮城県酪農動向調査について 指 導 課

組 合 名

2016年２月１日 2015年２月１日 比 　 較 　 増 　 減

出荷
戸数

飼養
頭数

経産牛 未経産牛
18ヶ月
以上

18ヶ月
未満
育成牛

出荷
戸数

飼養
頭数

経産牛 未経産牛
18ヶ月
以上

18ヶ月
未満
育成牛

出荷
戸数

飼養
頭数

経産牛 未経産牛
18ヶ月
以上

18ヶ月
未満
育成牛搾乳 乾乳 搾乳 乾乳 搾乳 乾乳

みやぎの酪農
仙 南 支 所 113 5,580 3,061 377 760 1,382 117 5,619 3,026 399 729 1,465 -4 -39 35 -22 31 -83

みやぎの酪農
本 所 143 4,598 2,994 372 416 816 152 4,749 3,052 387 443 867 -9 -151 -58 -15 -27 -51

みやぎの酪農
登 米 事 業 所 51 1,434 936 150 90 258 51 1,457 972 149 112 224 0 -23 -36 1 -22 34

みやぎの酪農（計） 307 11,612 6,991 899 1,266 2,456 320 11,825 7,050 935 1,284 2,556 -13 -213 -59 -36 -18 -100

全農宮城県本部 87 2,919 1,968 265 287 399 92 3,076 2,032 290 361 393 -5 -157 -64 -25 -74 6

宮 城 酪 農 152 5,399 3,408 481 505 1,005 157 5,555 3,509 543 540 963 -5 -156 -101 -62 -35 42

合 計 546 19,930 12,367 1,645 2,058 3,860 569 20,456 12,591 1,768 2,185 3,912 -23 -526 -224 -123 -127 -52

（単位：戸・頭）

　平成28年2月1日現在の宮城県酪農動向調査結果をご報告します。
　当組合においては生乳出荷戸数307戸、乳牛飼養頭数は11,612頭、1戸当たりの平均飼養頭数は
37.8頭となっております。
　１年前と比較すると、生乳出荷戸数で13戸の減少、飼養頭数で213頭の減少となっております。

指 導 課「ヨーグルト工房アトレイユ」落成式行われる

　蔵王町に「ヨーグルト工房アトレイユ」が完成し、４月21日（木）に落成式が行われました。この工房
は、蔵王支部の株式会社ゼルコバドリームが６次産業への取り組みを行う店舗兼製造施設として建て
られました。
　落成式当日は、関係者50人程が参列し、テープカット
が行われ完成を祝いました。
　４月27日（水）から工房が正式にオープンし、「乳搾り
から加工まで、牛の顔、人の顔が見える製品作り」を
コンセプトにした、こだわりのヨーグルトの製造・販売が
始まっています。
　観光などで蔵王町を訪れた方々が、こだわりのヨーグ
ルトを味わいながら牧場と蔵王の遠景を楽しまれること
でしょう。
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１月 ２月 ３月 4月 ５月
IVF雄 505,500 503,500 500,900 541,375 584,250
IVF雌 415,000 329,000 418,667 428,000
ET雄 484,828 501,895 554,682 546,393 545,895
ET雌 401,438 439,900 424,188 485,143 488,125

受精卵子牛市場情報 指 導 課

 平成28年 雌雄別平均価格推移（みやぎ総合家畜市場） （単位：円）

650,000
600,000
550,000
500,000
450,000
400,000
350,000
300,000
250,000

ＩＶＦ雄 ＩＶＦ雌 ＥＴ雄 ＥＴ雌

１月 ２月 ３月 ４月 ５月

北海道  乳牛産地情報・全酪連 指 導 課

事務所 畜　種 相　場（万円） 価格状況

札幌管内
育成牛（10－12月令） 45～55 横這い

初妊牛 65～73 やや弱含み
経産牛 50～55 横這い

釧路管内
育成牛（10－12月令） 45～55 横這い

初妊牛 68～75 横這い
経産牛 50～55 横這い

帯広管内
育成牛（10－12月令） 45～55 横這い

初妊牛 70～76 やや弱含み
経産牛 52～58 横這い

道北管内
育成牛（10－12月令） 45～55 横這い

初妊牛 68～75 やや弱含み
経産牛 50～55 横這い

道内総括
育成牛（10－12月令） 45～55 横這い

初妊牛 68～75 横這い
経産牛 50～55 横這い

　５月の初妊牛動向は、７月～８月分娩中心となる為、都府県導入は減少するかと思われます。しかし
ながら、道内外における新規酪農参入やクラスター事業での規模拡大等の多頭導入の案件もある事
などから極端な値動きはないものと思われます。５月下旬には放牧も始まる為、導入の予定がありま
したら早めにご連絡を頂きますようお願い申し上げます。

平成28年５月１日現在
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平成 2 7年度  生乳需給状況について

１．全国（販売乳量）
平成28年３月の生乳生産量は、618,745㌧で前年比100％、４月～３月計で7,122,125㌧で

前年比100.8％と前年並みとなりました。
また、北海道の３月の生乳生産量は326,876㌧、前年比101.7％と平成26年11月から17 ヶ月連続で

前年を上回りました。都府県については生乳生産量291,869㌧で前年比98.2％と前年を下回りました。

２．東北（販売乳量） 
平成28年３月の生乳生産量は47,213㌧で前年比97.8％、４月～３月計で544,729㌧で前年比

99.2％と減少しました。
４月～３月までの用途別では、飲用牛乳向け395,052㌧、前年比99％、特定乳製品向け52,052㌧、

前年比88.7％と前年を下回りました。

平成27年度 全国生乳受託実績

平成27年度 東北生乳受託・用途別販売実績

（単位：㌧、％）

四半期別
地区名 第１四半期 前年比 第２四半期 前年比 第３四半期 前年比 第４四半期計 前年比 平成27年度計 前年比

北 海 道 962,041 101.0 955,349 102.1 933,946 102.1 953,990 102.7 3,805,326 102.0

都 府 県 866,971 98.8 804,273 100.5 805,880 99.0 839,675 99.5 3,316,799 99.5

全 　 国 1,829,012 99.9 1,759,622 101.4 1,739,826 100.6 1,793,665 101.2 7,122,125 100.8

四半期別
県 第１四半期計 前年比 第２四半期計 前年比 第３四半期 前年比 第４四半期計 前年比 平成27年度計 前年比

青　　 森 15,866.0 92.4 15,567.0 96.1 15,507.0 99.1 15,805.0 100.1 62,745.0 96.8

岩　　 手 51,781.0 99.0 50,376.0 100.9 49,525.0 100.6 50,696.0 100.5 202,378.0 100.2

宮　　 城 30,474.0 98.6 29,157.0 101.0 29,059.0 100.9 29,369.0 100.2 118,059.0 100.2

秋　　 田 7,061.0 98.0 6,745.0 98.5 6,701.0 97.1 6,912.0 98.8 27,419.0 98.1

山　　 形 17,466.0 100.6 16,227.0 101.4 15,569.0 99.0 16,233.0 97.7 65,495.0 99.7

福　　 島 18,033.0 96.4 16,875.0 97.8 16,380.0 94.9 17,345.0 99.2 68,633.0 97.1

計 140,681.0 97.9 134,947.0 99.9 132,741.0 99.4 136,360.0 99.8 544,729.0 99.2

（単位：㌧、％）

（単位：㌧、％）

四半期別
用途 第１四半期計 前年比 第２四半期計 前年比 第３四半期 前年比 第４四半期計 前年比 平成27年度計 前年比
総受託販売乳量 140,681.0 97.9 134,947.0 99.9 132,741.0 99.4 136,360.0 99.8 544,729.0 99.2
飲
用
等
向
け

飲 用 牛 乳 向 け 100,323.0 98.3 99,564.0 99.4 98,496.0 98.6 96,668.0 99.7 395,051.0 99.0
は っ 酵 乳 等 向 け 20,167.0 119.3 19,167.0 110.9 16,793.0 111.0 18,301.0 114.9 74,428.0 114.1

乳
製
品
向
け

特 定 乳 製 品 向 け 14,151.0 79.0 10,586.0 92.3 10,979.0 95.3 16,337.0 91.7 52,053.0 88.7
（うち委託加工向け） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
生クリーム等向け 5,267.0 88.4 4,794.0 89.0 5,678.0 92.6 4,403.0 85.6 20,142.0 89.0

チ ー ズ 向 け 769.0 93.0 832.0 98.8 791.0 96.9 647.0 86.6 3,039.0 94.0
全 乳 哺 育 向 け 4.0 101.1 4.0 97.8 4.0 97.8 4.0 101.1 16.0 99.5
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販 売 課

３．宮城県（販売乳量）
平成27年度４月～３月の販売実績は118,059㌧で前年比100.2％と前年並みとなりました。

宮城県の出荷戸数542戸と前年比較で24戸減少しました。

４．みやぎの（バルク乳量）
平成27年度４月～３月の生産実績は66,828㌧で前年同期比100.8％と前年並みの生産実績と

なりましたが、直近における平均日量は186㌧と前年比較で１㌧減少しました。また、出荷戸数は
平成27年度３月現在で306戸と前年より10戸減少しました。

平成27年度 宮城県生乳受託販売実績
（単位：㌧、％）

四半期別
団体名 第１四半期計 前年比 第２四半期計 前年比 第３四半期計 前年比 第４四半期計 前年比 平成27年度計 前年比

みやぎの酪農 17,048 99.0 16,440 102.4 16,509 101.9 16,632 100.8 66,629 101.0

全 農 宮 城 4,827 99.6 4,579 99.1 4,460 99.2 4,620 99.6 18,486 99.4

宮 城 酪 農 8,599 97.5 8,138 99.3 8,090 99.9 8,117 99.3 32,944 99.0

宮 城 県 30,474 98.6 29,157 101.0 29,059 100.9 29,369 100.2 118,059 100.2

240,000
生産量（kg）

（月）

230,000

220,000

210,000

200,000

190,000

180,000

170,000 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

平均日量208㌧は10日まで
の実績を基に算出。
31日までの実績を基に算出
すると106㌧になります。

189,555189,555
190,073190,073

184,271184,271

181,240181,240

177,119177,119
178,793178,793 178,811178,811 179,186179,186

180,801180,801
181,843181,843

183,731183,731

185,806185,806

228,507228,507
227,124227,124

220,590220,590

213,926213,926

209,239209,239 208,781208,781 208,806208,806
207,548207,548

210,727210,727

215,791215,791

218,204218,204 218,709218,709

20年度（平均日量）

21年度（平均日量）

22年度（平均日量）

23年度（平均日量）

24年度（平均日量）

25年度（平均日量）

27年度（平均日量）

26年度（平均日量）

支 部 名 戸数 バルク乳量 前年同期乳量 前年同期比 計画生産数量 進度率

白 石 支 部 23 6,425,824.2 6,593,011.2 97.46 6,831,499.0 94.06 

七 ヶ 宿 支 部 6 2,148,757.2 2,090,556.8 102.78 2,164,769.0 99.26 

蔵 王 支 部 26 8,116,325.4 7,674,276.9 105.76 7,795,964.0 104.11 

柴 田 支 部 19 4,260,773.0 4,206,040.7 101.30 4,320,398.0 98.62 

角 田 支 部 7 2,015,352.0 2,044,684.7 98.57 2,117,267.0 95.19 

丸 森 支 部 14 3,359,298.4 3,106,870.7 108.12 3,217,160.0 104.42 

仙 台 支 部 12 3,604,474.5 3,713,556.0 97.06 3,845,383.0 93.74 

名 取 支 部 6 919,595.0 1,014,989.0 90.60 1,030,317.0 89.25 

黒 川 支 部 9 1,832,081.0 1,979,708.0 92.54 2,049,985.0 89.37 

大 崎 支 部 22 3,551,030.0 3,578,453.0 99.23 3,520,465.0 100.87 

遠 田 支 部 17 5,722,319.0 5,716,687.0 100.10 5,858,965.0 97.67 

加 美 支 部 21 3,121,179.0 2,909,824.0 107.26 3,012,048.0 103.62 

鳴 子 支 部 15 2,382,486.0 2,254,449.0 105.68 2,326,471.0 102.41 

一 迫 支 部 13 3,178,068.0 3,137,641.0 101.29 3,249,024.0 97.82 

築 館 支 部 15 2,244,928.0 2,368,035.0 94.80 2,407,963.0 93.23 

瀬 峰 支 部 10 1,478,213.0 1,448,631.0 102.04 1,447,778.0 102.10 

迫 支 部 13 3,675,246.0 3,502,273.0 104.94 3,624,880.0 101.39 

中 田 支 部 9 1,361,935.0 1,450,499.0 93.89 1,501,991.0 90.68 

東 和 支 部 9 1,300,717.0 1,371,690.0 94.83 1,420,383.0 91.58 

志 津 川 支 部 9 1,170,049.0 1,155,265.0 101.28 1,196,275.0 97.81 

本 吉 支 部 11 1,253,985.0 1,328,445.0 94.39 1,368,060.0 91.66 

石 巻 支 部 7 1,224,863.0 1,159,339.0 105.65 1,200,494.0 102.03 

豊 里 支 部 13 2,481,316.0 2,471,717.0 100.39 2,559,461.0 96.95 

みやぎの酪農 306 66,828,814.7 66,276,642.0 100.83 68,067,000.0 98.18 

平成27年度生乳生産実績（４月～３月 標準進度率100％）
（単位：㎏、％）

※出荷戸数については、直近の数字です。

みやぎの酪農乳量（平均日量）
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輸入粗飼料情勢

❶ＵＳ産ビートパルプ
　今年の作付けがスタートしております。ミネソタ、ノースダコタ州で天候不順による進捗の遅れが
見られますが、種子の改良など大きな影響はない模様です。作付面積は昨年と比較して約５％減少
すると見込まれておりますが大きな生産量の減少はないと予想されます。

❷アルファルファ
（ワシントン産）
　生育は順調で５月より収穫作業が開始されている模様です。一部農家、サプライヤーでは15年産
の中間グレード以下の品物在庫を抱え中国に売りさばいているサプライヤーもいるとのことです。
今年の作付面積は増えると予想されておりましたが、価格が弱含みなことから、別な穀物や野菜に
変更する農家が見られ16年産の生産量は減少する可能性があります。

（カリフォルニア産）
　４月中旬に広範囲で降雨があり北部では一部雨あたり品が発生しております。南部では２番刈りが
始まっておりますが降雨被害は少なく、現時点で作柄は良好と言われており、16年産の作付面積は
昨年より10％程度増えている模様です。

❸チモシー
（ＵＳ産）
　コロンビアベースンでは16年作付面積は10％減少すると予想されております。15年産は風雨に
よる被害が発生し上級品は限られました。殆どが中間以下のグレード品となり在庫が多いことから
価格差がでると予想されます。

（カナダ産）
　16年産作付面積はレスブリッジ、クレモナとも15年と同様と予想されております。作業の効率性と
人件費の削減からビッグベールでの収穫も進んでおります。数量限定で中国向けの輸出が始まって
おり、アルファルファ同様に輸出量が増える可能性があり今後の動向に注意が必要です。

❹豪州産オーツヘイ
　５月中旬から播種作業が開始されます。輸出量は日本向けは１～３月前年比102％となっており
ます。日本以外にも輸出量が旺盛で国内需要も堅調なことから今後、産地相場も上がると予想され
ております。

暑熱対策添加剤キャンペーン

購 買 課

６月より重曹、ビタミン、カビ吸着剤等の

キャンペーンを実施します！

夏場のヒートストレスを回避しましょう。
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●材料・分量（4人分）
・プレーンヨーグルト････ 400ｇ
・生クリーム････････････ 100㎖
・スキムミルク････････ 大さじ２
・長いも････････････････ 200ｇ
・はちみつ････････････ 大さじ２
・レモン果汁･･････････ 大さじ４
・トマト････････････････ 中１個
・豆腐･････････････････ １/４丁
・もち粉････････････････ 180ｇ
・ミント･･････････････････ ４枚
・グラニュー糖････････ 大さじ４

●作り方
①･ヨーグルトの水分を20分～ 30分切る。
②･トマトを湯むきし、ザルでこす。
③･豆腐、スキムミルク、もち粉を②のトマトで、
耳たぶぐらいの硬さになるまで練り、丸めた
ものを20個作り、茹で、冷水につけ冷やす。

④･長いもをおろし、生クリームをホイップする。
⑤･①にはちみつ、グラニュー糖（大さじ3）、
レモン果汁を合わせ混ぜ、さらに、④を入れ、
混ぜる。

⑥･残りの②にグラニュー糖（大さじ1）を混ぜる。
⑦･器に③を入れ、④を入れる。⑥をかけて、ミント
を乗せれば完成。

優 秀 賞優 秀 賞
加藤ちよさん加藤ちよさん

とろ〜りヨーグルト de トマ豆もち

・水切りヨーグルトはムースより柔らかめにする。

・夏はキンキンに冷やして食べるとより美味しくなります。POINT
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理事会通信 総 務 課

【第12回理事会】
開 催 日 平成28年３月30日
付議事項 第１号議案 平成27年度決算基準（案）について
 第２号議案 平成27年度決算推定について
 第３号議案 総務委員会および業務委員会からの答申について
  （平成28年度事業計画（案）および執行体制・組合員組織について）
 第４号議案 平成28年度借入金の最高限度の決定について
 第５号議案 平成28年度貸付金の利率の最高限度の決定について
 第６号議案 平成28年度同一人に対する信用供与の最高限度の決定について
 第７号議案 平成28年度の余裕金の運用について

【第１回理事会】
開 催 日 平成28年４月28日
付議事項 第１号議案 監事に提出する決算書類の承認について
 第２号議案 乳牛導入資金の貸付について

第67回通常総会・地区別説明会の開催について 総 務 課

区　分 開 催 日 時 開 催 場 所 支  部  名

地区別説明会

平成28年６月13日（月）
午前10時30分

柴田郡村田町
【村田町中央公民館大ホール】※１

白石・七ヶ宿・角田・蔵王・柴田・
丸森・仙台・名取

平成28年６月15日（水）
午前10時30分

遠田郡美里町
【みやぎの酪農協】

黒川・大崎・加美・遠田・鳴子・
築館・一迫・瀬峰・石巻

平成28年６月16日（木）
午前10時30分

登米市迫町
【宮城県農業共済組合迫支所】※２

（旧迫地方農業共済組合）

迫・東和・中田・志津川・本吉・
豊里

通 常 総 会 平成28年６月24日（金）
午前10時30分

黒川郡大和町
【まほろばホール】

※１ 仙南地域の開催場所については、『ララ・さくら』から『村田町中央公民館大ホール』へ変更になります。
※２ 登米地域の開催場所については、場所の変更はありませんが共済組合の合併により名称が変更されております。

　下記の日程で開催いたしますので、多数のご出席をお願いいたします。
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業務報告 総 務 課

３月 １日 豊里支部研修会 大 崎 市
食と農の体験活動を通じた食育交流会 仙 台 市
平成27年度受精卵移植関連新技術全国会議　～ 2日 福 島 県
平成28年度生乳・牛乳乳製品需給見通し等説明会 仙 台 市

３月 ２日 みやぎの酪農協畜産クラスター協議会臨時総会 本 所
石巻支部研修会 石 巻 市

３月 ３日 （一社）Ｊミルク臨時総会 東 京 都
宮城県畜産試験場試験研究成果報告会 大 崎 市

３月 ４日 酪政連常任・中央委員合同委員会、総会 東 京 都
平成27年度酪農関係事業推進全国会議 東 京 都
年金委員・健康保険委員合同地区別研修会 大 崎 市
東北生販事業推進委員会 仙 台 市

３月 ７日 鳴子支部研修会 大 崎 市
平成27年度肉用子牛生産者補給金制度調査指導 本 所
宮城県家畜人工授精師協会本吉支部研修会 南 三 陸 町

３月 ８日 仙台市畜産経営共励会表彰式・研修会 仙 台 市
ＬＩＡＪ酪農講習会 岩 手 県
蔵王36畜産クラスター協議会 蔵 王 町

３月 ９日 東北生販理事会 仙 台 市
３月10日 宮城県酪農協会婦人研修　～ 11日 松 島 町
３月11日 ＤＭＳ相談会 本 所

宮城県北部家保管内畜産担当者会議 美 里 町
全酪連仙台支所管内ブロック会議 仙 台 市

３月14日 ㈱さくら牧場牛舎新築地鎮祭 登 米 市
乳用牛群検定普及定着化事業研修会 大 和 町

３月15日 （一社）宮城県畜産協会理事会 仙 台 市
学校給食用牛乳推進協議会 仙 台 市

３月16日 平成27年度決算研修会 名 取 市
畜舎環境美化コンクール表彰式 本 所

３月17日 平成27年度監事決算研修 名 取 市
（一社）中央酪農会議臨時総会・理事会 東 京 都

３月18日 （一社）全国酪農協会役員会 東 京 都
牛乳協会下期ブロック会議 山 形 県

３月19日 本吉支部親睦グランドゴルフ大会 気 仙 沼 市
３月22日 名取支部研修会 岩 沼 市

業務委員会 本 所
仙北・大崎乳用牛群改良組合解散式 美 里 町
県北乳用牛群改良組合設立総会 美 里 町
ゆうき青森農協ヘルパー利用組合視察（来訪） 本 所

３月23日 第45回東北酪農発表大会　～ 24日 松 島 町
３月24日 東北生販臨時総会・理事会・監事会 仙 台 市

白石刈田地区酪農組合連合会総会 大 河 原 町
白石刈田地区酪農組合連合会酪農講習会 大 河 原 町
全国和牛能力共進会宮城県実行委員会幹事会 仙 台 市

３月25日 遠田支部役員会 本 所
３月28日 青年部仙台支部ボウリング大会 大 崎 市
３月29日 県牛乳普及協会・仙台市ガス局共催料理教室 仙 台 市

登米市酪農・肉用牛生産近代化計画調整会議 登 米 市
全酪連仙台支所管内畜産担当者会議 仙 台 市

３月30日 ＪＡ宮城中央会臨時総会 仙 台 市
第12回理事会 本 所
日本酪農政治連盟宮城県支部連合会総会 本 所

３月31日 現品棚卸監査 登 米 事 業 所 他
４月 １日 現品棚卸監査 本 所 他

瀬峰支部総会 栗 原 市
４月 ４日 丸森支部総会 丸 森 町
４月 ５日 築館支部総会 栗 原 市
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４月 ６日 角田支部総会 角 田 市
４月 ７日 蔵王36畜産クラスター協議会 蔵 王 町

畜産みやぎ上半期編集委員会 仙 台 市
一迫支部総会 大 崎 市

４月 ８日 大崎支部総会 大 崎 市
４月11日 志津川支部総会 南 三 陸 町
４月12日 蔵王町酪農組合連合会総会・講演会 蔵 王 町

遠田支部総会 涌 谷 町
青年部登米支部酪農研修会 登 米 事 業 所

４月14日 鳴子支部総会 大 崎 市
４月15日 蔵王支部総会 蔵 王 町
４月18日 石巻支部総会 石 巻 市
４月19日 豊里支部総会 登 米 市

迫支部総会 登 米 市
４月20日 加美支部総会 加 美 町

上原酪農組合総会 大 崎 市
Ｊミルクブロック会議 仙 台 市

４月21日 ㈱ゼルコバドリーム「アトレイユ」落成式・祝賀会 蔵 王 町
気仙沼市本吉放牧場入牧式・牛魂祭 気 仙 沼 市

４月22日 支部長会議 本 所
４月25日 白石支部総会 白 石 市
４月26日 東和支部総会 登 米 市

平成28年度酪農関係事業全国説明会 東 京 都
４月27日 農林年金対策会議 仙 台 市

本吉支部総会 気 仙 沼 市
酪農ガールズ総会 大 河 原 町
宮城県北部地方振興事務所農政推進会議 大 崎 市
東北酪農生産研究会会員職員交流研修会　～ 28日 岩 手 県

４月28日 第１回理事会 本 所
㈱みやぎの運送取締役会 本 所
宮城県北部家保管内畜産担当者会議 大 崎 市
宮城県東部家保管内畜産担当者会議 登 米 市

業務報告 総 務 課

［ 編 集 後 記 ］

　６月は、あじさいが咲く季節です。あじさいを６月の６のつく日に、逆さま
に吊るしておくと厄除けになるそうです。玄関に吊るせば厄除けになり、
部屋に吊るせばお金に困らない、トイレに吊るすと病気にかからないなど、
いろいろな説があるそうです。

発 行

遠田郡美里町北浦字道祖神前16

みやぎの酪農農業協同組合
TEL．（0229）34-2311（代表）

人事のお知らせ

区　　分 氏　　名 新　　　職 旧　　　職 発　令　日

正 職 員 冨 塚 　 幸 広 購買課課長補佐 仙南支所次長（兼）業務係長 平成28年 ４月１日

正 職 員 山 内 　 祐 輔 仙北集乳所販売係 仙北集乳所販売係（有期契約職員） 平成28年 ４月１日

有期職員 飯 塚 　 大 智 販売課販売係（採用） － 平成28年 ４月１日


